
 

  

 評価シート（年度評価） 
 

    男女平等参画推進センター・女性会館の管理運営状況 

     

１ 基本情報         ＜所管局: スポーツ市民局･教育委員会事務局＞ 

指定管理者 有限会社アイ・ティー・オー 

主な業務内容 講座・セミナー事業、市民活動支援事業、情報提供、交流事業など 

評価対象期間 令和７年４月～令和８年３月 指定管理期間 令和５年４月～令和１０年３月 

     
２ 評価結果 

評価項目 
評価 
区分 特記事項 

１ 

基
本
事
項 

(1)平等利用 市民の利用にあたって不公平が生じていないか。 ○  

(2)開館の実績 利用日･利用時間が遵守されているか。 ○ 

(3)情報管理 情報の管理･保護が適切になされているか。 ○ 

(4)職員体制 職員の配置、勤務実績、労働環境等は適切か。 ○ 

(5)法令等の遵守 法令、協定書等を遵守しているか。 ○ 

(6)事故･災害等への対策･
対応 

事故･災害等発生時の対策･対応が行われているか。 ○ 

２ 

維
持
管
理 

(1)建物･設備の保守点検 建物･設備が適切に管理されているか。 ○  

(2)警備業務 安全で安心感のある環境を確保しているか。 ○ 

(3)清掃業務 
利用者が快適に利用できるような状態が保持されてい

るか。 ○ 

(4)備品の管理 備品が適切に管理されているか。 ○ 

３ 

サ
 
ビ
ス 

(1)利用実績 当初の目標通りの利用実績を挙げているか。 ○ 
 

(2)事業実施状況 計画通り事業が実施されているか。 ○ 

(3)広報･ＰＲの実施 利用促進のための取組みを実施しているか。 ○ 

(4)接客態度 接客態度、名札、服装等は適切か。 ○ 

(5)苦情･要望の把握･対応 
利用者の意見、苦情を受けて、迅速に対応できている

か。 ○ 

(6)利用者満足度 
利用者の満足度を把握し、必要に応じて対応している

か。 ○ 

４ 

経
費
等 

(1)執行状況 指定管理料の執行等は適正になされているか。 ○  

(2)収支状況 当初の予定通りの収支状況になっているか。 ○ 

(3)再委託 再委託の方法は適正か。 ○ 
 
 

 【総合評価】 

所管局のコメント・特記事項等 

市直営で実施している女性のための総合相談の職員も避難訓練に参加し、災害時の連携

体制の確認を行ったことは、施設利用者の安全確保や施設運営における連携強化の観点か

ら評価できる。 

また、多様な主体と連携した事業実施や SNS を活用した広報を積極的に取り組んでおり、

こうした取組を継続することで、施設利用者の増加につなげることを期待したい。 

 



施設の現状

男女平等参画推進センター ・ 女性会館

※「市の収支状況」及び「利用者数」欄は、男女平等参画推進センター・女性会館の合計値を記載
※支出のうち「その他」欄は、経常修繕費等を記載
※令和5年度以降の利用者数は講座・セミナーのオンライン受講者などの館外利用人数を含む

市の収支状況(千円)　（7年度決算(見込)額）

男女平等参画推進センター
　男女共同参画社会の実現を目指した名古屋市における総合的な拠点施設であり、男女平等参画の推
進に関する施策を実施するとともに、市民及び事業者による様々な取り組みを進めている。

女性会館
　「女性の学習・交流・情報の拠点」として、女性の学習活動・グループ活動の支援等を行い、女性教育
の振興を図っている。

利用料金

17,770

61.2％

利用者数

貸室研修室等利用率

施
設
の
現
状

指定管理料

93,472

その他

2,062

計

・令和5年3月13日からは、新型コロナウイルス感染症感染防止対策のため制限をしていた大声を出すこ
とが想定される活動についても、貸室の定員を規定通りに戻した。なお、基本的な感染防止対策は引き
続き実施した。

管
理
運
営
指
標
の
状
況

令和6年度 令和7年度令和4年度

209,929

64.1

特記事項

その他特定財源

95,534

使用料

298

一般財源

95,185

62.6

取組状況

51

62.6

217,224

令和5年度

218,969 224,320

指標

施設概要

単位

人

95,534

支出 収入

計

特記事項

平成26年4月に男女平等参画推進センターを女性会館へ移転し、両施設を一体的に管理運営する指
定管理者制度を導入　（金額については両施設の合計値）


